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研究成果の概要（和文）：本研究では、教職課程履修生が、英語を教える上で身につけておくべきと考えられる
言語知識教育内容プログラムを構築し、以下の4点を明らかにした。（１）高校までに英語学習をある程度終了
した中堅レベルの大学生（ボリューム層という意味で、大学生のプロフィールと言える）が母語話者の英語感覚
を身に着けていない現状。（２）「感覚英文法」の明示的指導の効果。（３）学習者の比喩能力を活性化するこ
とで、学習者が既存の知識に関連づけて新たな内容を学ぶことができること。（４）感覚英文法の授業を学習者
が、「価値があり」、「学ぶこと自体が楽しい」と感じること。

研究成果の概要（英文）：This study designed and developed an English knowledge program that is 
considered to be required to be learned by teacher trainees and the following four points were 
clarified: a) to verify that university students had not necessarily acquired native speaker 
intuition, often called Eigo no Kankaku; b) to demonstrate the utility of explicit instruction on 
Eigo no Kankaku by employing Image English Grammar; c) to demonstrate that it is possible to 
activate learners’ analogical reasoning ability, allowing them to relate newly learnt knowledge to 
existing knowledge; and d) to demonstrate that Image English Grammar allows learning English to be 
perceived as valuable and interesting by learners

研究分野：認知言語学と英語教育・コミュニケーション論
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１．研究開始当初の背景 
本研究の研究当初の背景は、「今後の国立
の教員養成系大学学部の在り方について」
（平成 13年 11月 22日 国立の教員養成系
大学学部の在り方に関する懇談会（報告））
で、教員養成学部における教科専門科目と教
科教育法（学）の今後の在り方に関して独自
の専門性を構築することが謳われているの
を受けて、本研究では、教員養成に特化した
教科専門科目のプログラムの１つの形を構
築することを試みることであった。 
懇談会報告は、教員養成系大学が独自性を
出す必要性を指摘した内容であるが、同様の
必要性は、教職課程を持つ一般大学について
もあてはまる部分がある。つまり、教員免許
取得に必要な教科学及び教科教育では、専門
知識や英語のスキルアップと教授力向上を
リンクして行うことが必要と考える。このよ
うな背景を受け、本研究では、教職課程（英
語）における、教科専門及び教科教育法のプ
ログラム開発を、教科学（英語学・言語コミ
ュニケーション論・異文化論など）と教科教
育学（英語教育学）を連携した形で行おうと
いうものである。なお、専門分野を教科専門
及び教科教育法へ還元するモデル全体とし
ては、次のような大まかな設計図を考えた。 
 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は、従来文法教育と呼ばれて
いたものについて認知言語学的な言語観・コ
ミュニケーション観に基づき、言語知識教育
として再編することであった。英語教育現場
では、文法重視からコミュニケーション重視
へ振り子が振ったが、その反省として、再び
文法教育の重要性が強調されてきている。し
かし、新しい文法教育は、次に示すような言
語知識教育と呼ぶにふさわしいものである
必要があると考える。過去のモデルに逆戻り
する性質のものではなく、認知言語学や機能
主義言語学でも言われている「形と意味の対
応関係」、「日本語と英語の事態認識の違い」
に焦点を当る。人が新しい物事を取り込み理
解するシステムの基本、カテゴリー化の仕組
みを意識する。前者は、既存の知識と関連さ
せてアナロジカルに理解するシステムであ
り、後者は、比喩能力の活用によって、似て
いるもの、関連性があるものを１つのカテゴ
リーに分類して整理することである。本研究
では、研究代表者及び研究分担者が、各自の
専門分野から、教職課程履修生が、英語を教
える上で身につけておくべき言語知識教育
のモデルを探索研究し、その効果を検証する

ものである。 
 
３．研究の方法 
教職課程（英語）履修生の教授力と学生自
身のスキルアップを同時に図るプログラム
を構築するために、1 年目～3 年目は理論研
究（文献研究、言語データの分析、母語話者
を対象とした実験研究、英語力と教授力の養
成に関するパイロット研究など）により、教
職課程履修生のための教授力を高めながら
スキルアップを行うプログラムを探索的に
構築した。3 年目～4 年目は、作成したプロ
グラムを教室での実践し、プログラムの効果
を測定する実証研究へと進み、学会での研究
発表、シンポジウムを行った。研究代表者が
研究機関を移動した関係で、研究の進捗が全
体に 1年遅延する形となった。 
 
４．研究成果 
本研究は、研究代表者及び研究分担者が、
各自の専門分野から、教職課程履修生が、英
語を教える上で身につけておくべき言語知
識教育のモデルを探索研究し、その効果を教
室での授業実践研究で検証するものであっ
た。認知言語学や機能主義言語学でも言われ
ている「形と意味の対応関係」、「日本語と英
語の事態認識の違い」に焦点を当て、人が新
しい物事を取り込み理解するシステムの基
本とカテゴリー化の仕組みを意識したモデ
ルの開発と検証を行った。 
研究成果の 1つ目は、英語学習者に英語母
語話者が持つ英語感覚を身に着けさせるこ
とを目的に構築した「感覚英文法」のプログ
ラムを用いて、言語表現の意味的動機付け
（Linguistic Motivation）を教えることの効
果について教室での実験授業及び調査の結
果から検証した。「感覚英文法」とは、研究
代表者の学習経験、授業実践、及び認知言語
学の道具立てを参照して開発してきた学習
英文法プログラム（今井 2010）のことであ
り、説明が比喩的・アナロジカルであるため、
学習者の既存の知識に取り込みやすいこと
を特徴としている。Linguistic Motivationと
は、言語の恣意性（arbitrariness）の反対の
概念で、ある表現がなぜそのような表現にな
るのかの意味づけをすることであり、認知言
語学の主要な道具立てである。具体的には、
以下の４つの点について検証した。 
（１）高校までに英語学習をある程度終了
した中堅レベルの大学生（ボリューム層とい
う意味で、大学生のプロフィールと言える）
が母語話者の英語感覚を身に着けていない
現状を確かめた。 
（２）「感覚英文法」の明示的指導の効果
について調べた。 
（３）学習者の比喩能力を活性化すること
で、学習者が既存の知識に関連づけて新たな
内容を学ぶことができることを調べた。 
（４）感覚英文法の授業を学習者が、「価
値があり」、「学ぶこと自体が楽しい」と感じ
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ることを明らかにした。 
2 つ目は、研究分担者の協力を得て、英語
音声教育分野に関する理想的な教職課程履
修生が知っておくべき知識として、（１）機
能主義言語学及び語用論的視点から、音声文
法の構築とその応用について考察を行った。
従来の「英文法論」では、文脈を意識せずに、
一応意味の通じる英文を構成する規則の習
得に専念する傾向が強かったが、今回、発話
を意識した文意の違いを文法の一部として
学 習 す る た め に 、 A Communicative 
Grammar of Englishを参考に、音声情報記
述による practical grammarを検討した。 
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